
宮城県松島高等学校 

令和３年度「志教育」実践事例  「進路発表会」 

１．目的 

   ① 各実習の報告を通して,お互いに学んだことを共有し,進路選択の一助とする。 

   ② １年生は２年生の発表を聞くことで,次年度の活動に関して理解を深め,自分ならどのように

関わるかを考える。 

２．日程 

   令和４年２月２４日（木） １１時００分から１２時３０分まで 

３．対象生徒 

   １，２学年全生徒：３８３名 

４．実践内容 

体験的な学習活動の成果について，校内で発表する「進路発表会」を実施。感染予防のため，発表

の形態は，Google Meetを使用してリモートで実施。 

 １学年普通科・・・「大学・企業訪問」について 

      観光科・・・「販売実習代替授業」について 

２学年普通科・・・「インターンシップ代替授業」 

       観光科・・・「ホテル実習代替授業」 

１）「進路発表会」に向けた事前準備 
① 実習先事業所ごとに他の生徒と協力し，発表会資料を作成する。 

② 実習日誌や報告書を参考にして，実習内容やよくできた点，今後の課題やアドバイス等につ

いて発表用スライドを作成する。 

③ 観光科は小中高連携事業で作成した資料を活用する。 

④ 全てのグループが学級内で発表する。相互評価をして，全体の場で発表するグループを選出

する。 

２）「進路発表会」 

① 各学年，学科の代表が発表する。〔各学年普通科３グループ，観光科２グループ〕 

② 発表を聞く生徒は,発表を聞いて気付いたこと，良かったところや改善すべきところを考え

て,評価用紙に記入する。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）「進路発表会」のまとめ 

① 発表会を通して学んだことや気付いたことを生徒間で共有する。 

② 自分の今後の学校生活や卒業後の進路につなげていく。 

５．学習活動の成果 

◯ 学年，学科を超えた体験的な学習活動の発表を通して生徒が互いの良さを理解して学び合う機 

 会となり，学校生活をより充実させようとする意識を育むことができた。 

◯ 自分たちが体験したことをどのように伝えたらよいか話し合うことでより深く考えることがで 

き，新たな学習課題を発見する機会になった。 

◯ 地域の魅力や観光業について理解を深め，身近で働く人々の職業や仕事に対する考え方などを 

知り，将来の職業選択に向けて視野を広げることができた。 

◯ １年生は２年生の発表を通して，次年度の学習活動に見通しを持つことができた。 

◯ 体験的な学習活動の成果を全体の場で発表することで，生徒が互いに学び合い，集団の質的向上 

を図ることができた。 

◯ 地域と連携した活動の発表を通して，普段は気付きにくい地域の魅力や職業を知る機会となり， 

将来の職業選択に向けて視野を広げることができた。 

◯ 教員は生徒の体験的な学習活動を具体的に知ることで生徒理解につながり，卒業後の生活を見 

通した学習指導や進路指導につなげることができた。 

  ◯ 地域に，観光の分野で新しいかたちのビジネスモデルを提示することができた。 

   


